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民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
自
治
会
役
員

と
の
懇
談
会
を
開
催

７
月
14
日
、
普
段
、
な
か
な
か
顔
を
合
わ
す
機
会

が
少
な
い
民
生
委
員
・
児
童
委
員
さ
ん
と
自
治
会
役

員
と
の
懇
談
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

今
回
は
台
風
や
集
中
豪
雨
に
よ
る
災
害
多
発
期
に

向
け
て
、
「
要
配
慮
者
の
緊
急
避
難
誘
導
の
在
り

方
」
を
テ
ー
マ
に
、
亀
岡
市
健
康
福
祉
部
地
域
福
祉

課
か
ら
講
師
を
招
い
て
研
修
を
し
ま
し
た
。

地
域
に
よ
っ
て
違
い
は
あ
り
ま
す
が
、
民
生
委

員
・
児
童
委
員
さ
ん
と
区
長
さ
ん
等
が
十
分
連
携
を

し
て
、
「
一
人
で
避
難
す
る
の
が
困
難
な
要
配
慮
者

を
ど
の
よ
う
に
避
難
誘
導
す
る
か
」
を
確
認
し
て
お

く
こ
と
等
が
重
要
で
あ
る
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

そ
の
後
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
活
動
や
地
域

の
課
題
等
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
し
、
お
互
い
の
理

解
を
深
め
合
い
ま
し
た
。

７
月
18
日
午
前
10
時
か
ら
薭
田
野
町
住
民
向
け
の
認
知
症

サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
を
開
催
し
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
に
よ
り
、
３
年
ぶ
り

の
開
催
と
な
り
ま
し
た
が
、
約
40
名
の
方
が
参
加
さ
れ
ま
し

た
。亀

岡
市
健
康
増
進
課
、
亀
岡
市
社
会
福
祉
協
議
会
（
中
部

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
、
地
域
支
援
課
）
の
協
力
の
下
に
、

認
知
症
の
人
の
気
持
ち
や
接
す
る
時
に
心
が
け
る
「
三
つ
の

な
い
（
驚
か
せ
な
い
・
急
が
せ
な
い
・
自
尊
心
を
傷
つ
け
な

い
）
」
を
意
識
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
こ
と
を
学
び
ま
し

た
。ま

た
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
さ
ん
の
熱
演
に
よ
る
寸
劇

「
息
子
夫
婦
と
同
居
し
て
い
る
の
に
以
前
の
家
に
帰
ろ
う
と

す
る
」
「
食
事
を
し
た
ば
か
り
な
の
に
食
事
を
要
求
す
る
」

も
あ
り
、
楽
し
い
雰
囲
気
の
中
で
、
実
際
の
場
面
を
想
定
し

た
声
掛
け
の
対
応
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

薭
田
野
町
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
主
催

の
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
を
開

催

亀
岡
市
と
の
地
域
懇
談
会
の
要
望
へ
の
回
答

〇
ス
ク
ー
ル
ゾ
ー
ン
内
の
安
全
対
策
に
つ
い
て

・
ゾ
ー
ン
内
の
市
道
に
緑
色
の
カ
ラ
ー
舗
装
の
実
施

・
白
線
の
引
き
直
し

・
路
面
標
示
の
書
き
直
し

・
交
差
点
の
カ
ラ
ー
舗
装
化

今
年
度
、
当
町
か
ら
出
し
た
要
望
に
対
し
て
亀
岡
市
か
ら

次
の
よ
う
に
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

（
回
答
）
薭
田
野
小
学
校
付
近
の
市
道
の
カ

ラ
ー
化
や
ポ
ス
ト
コ
ー
ン
等
の
安
全
対
策
を
実

施
し
て
き
た
が
、
今
年
度
は
白
線
及
び
路
面
標

示
の
引
き
直
し
を
実
施
す
る
。
そ
の
他
の
対
策

に
つ
い
て
も
順
次
取
り
組
ん
で
い
く
。

〇
茶
屋
大
池
の
漏
水
対
策
に
つ
い
て
（
上
佐

伯
区
）

（
回
答
）
茶
屋
大
池
は
防
災
重
点
農
業
用
た
め

池
の
た
め
、
令
和
３
年
度
に
劣
化
状
況
評
価
に

よ
り
確
認
し
た
。
確
認
の
結
果
、
堤
体
上
流
側

の
段
差
や
表
面
保
護
材
の
め
く
れ
、
洪
水
吐
底

板
の
局
所
的
な
損
傷
な
ど
は
確
認
し
た
が
漏
水

は
確
認
で
き
な
か
っ
た
。
詳
細
は
担
当
課
ま
で

相
談
し
て
ほ
し
い
。

〇
市
道
の
路
面
改
修
（
鹿
谷
区
内
）
に
つ
い

て

（
回
答
）
修
繕
の
実
施
に
つ
い
て
は
車
両
や
歩

行
者
の
通
行
に
危
険
が
あ
る
所
や
自
治
会
か
ら

の
優
先
順
位
が
高
い
所
よ
り
順
次
実
施
し
て
い

る
。
当
該
路
線
に
つ
い
て
は
舗
装
に
つ
い
て
経

年
劣
化
が
見
受
け
ら
れ
る
た
め
、
今
年
度
よ
り

順
次
、
舗
装
修
繕
を
実
施
す
る
予
定
で
あ
る
。

〇
小
学
生
登
下
校
時
の
安
全
確
保
（
鹿
谷
区

内
通
学
路
）
に
つ
い
て

（
回
答
）
横
断
歩
道
等
の
交
通
規
制
関
係
施
設

の
設
置
に
つ
い
て
は
京
都
府
公
安
委
員
会
の
所

管
と
な
る
。

亀
岡
警
察
署
に
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
横
断
歩

道
の
設
置
に
つ
い
て
は
交
通
事
故
の
発
生
状
況

等
の
デ
ー
タ
分
析
、
交
通
量
、
横
断
歩
行
者
数
、

現
場
の
立
地
環
境
、
周
辺
住
民
と
の
協
議
や
調

整
を
踏
ま
え
て
設
置
の
可
否
を
判
断
さ
れ
る
と

聞
い
て
い
る
。
本
市
と
し
て
も
関
係
部
署
で
連

携
し
、
亀
岡
警
察
署
に
対
し
、
交
通
安
全
対
策

を
講
じ
て
も
ら
え
る
よ
う
、
働
き
か
け
て
い
く
。

通
学
路
の
安
全
対
策
と
し
て
、
今
年
度
、
道

路
標
識
の
設
置
を
行
う
予
定
で
あ
る
。



〇
国
道
３
７
２
号
線
の
交
通
量
の
増
大
に
伴
う
公
害
実
態
調

査
の
実
施
並
び
に
公
害
対
策
に
つ
い
て
（
柿
花
区
）

（
回
答
）
自
動
車
交
通
に
よ
る
騒
音
・
振
動
問
題
に
つ
い
て

は
昨
年
12
月
に
臨
時
で
騒
音
測
定
を
実
施
し
た
。
国
道
３
７

２
号
線
は
騒
音
規
制
法
及
び
振
動
規
制
法
に
定
め
る
指
定
地

域
で
は
な
い
た
め
、
同
法
の
規
制
が
適
用
さ
れ
ま
せ
ん
が
騒

音
規
制
法
に
定
め
る
許
容
限
度
に
照
ら
し
合
わ
せ
た
と
こ
ろ
、

許
容
限
度
を
超
え
る
騒
音
は
測
定
さ
れ
な
か
っ
た
。
今
後
も

交
通
量
の
実
態
調
査
、
速
度
超
過
車
両
へ
の
規
制
強
化
、
ド

ラ
イ
バ
ー
へ
の
交
通
ル
ー
ル
の
順
守
啓
発
に
関
係
機
関
と
共

に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

亀
岡
警
察
書
に
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
信
号
機
の
設
置
に
つ

い
て
は
交
通
事
故
の
発
生
状
況
等
の
デ
ー
タ
分
析
、
現
場
の

立
地
環
境
を
踏
ま
え
、
京
都
府
公
安
委
員
会
が
整
備
の
可
否

を
判
断
さ
れ
る
と
聞
い
て
い
る
。
本
市
と
し
て
も
関
係
部
署

と
連
携
し
、
亀
岡
警
察
署
に
交
通
安
全
対
策
を
講
じ
て
も
ら

え
る
よ
う
、
働
き
か
け
て
い
く
。

〇
願
成
寺
川
の
府
道
東
掛
小
林
線
以
東
の
河
川
整
備
に
つ
い

て
（
太
田
区
）

（
回
答
）
願
成
寺
川
の
河
川
整
備
に
つ
い
て
、
下
流
域
を
含
め

た
京
都
縦
貫
道
ま
で
の
延
長
約
１
㎞
の
区
間
の
改
修
及
び
バ
イ

パ
ス
ル
ー
ト
も
含
め
た
計
画
を
実
施
す
る
に
は
多
額
の
費
用
と

時
間
が
必
要
と
な
る
こ
と
か
ら
、
事
業
実
施
メ
ニ
ュ
ー
や
財
源

確
保
に
向
け
て
引
き
続
き
調
査
研
究
し
て
い
く
。

〇
奥
条
区
の
道
路
整
備
（
Ｒ
３
７
２
号
線
の
鉱
山
道
入
口
か

ら
鹿
谷
に
抜
け
る
市
道
）
つ
い
て
（
奥
条
区
）

（
回
答
）
当
該
路
線
に
つ
い
て
は
以
前
よ
り
路
面
の
沈
下
、

ク
ラ
ッ
ク
等
が
見
受
け
ら
れ
る
た
め
、
今
年
度
、
舗
装
修
繕

を
実
施
す
る
予
定
で
あ
る
。

ま
た
、
法
面
の
樹
木
等
に
つ
い
て
は
市
道
区
域
外
（
民

地
）
で
も
あ
り
、
除
草
も
含
め
、
ど
の
地
域
に
お
い
て
も
地

元
に
お
い
て
日
常
管
理
を
お
願
い
し
て
い
る
。

当
該
路
線
の
樹
木
に
つ
い
て
は
電
力
設
備
に
接
触
、
近
接

し
て
お
り
危
険
が
伴
う
た
め
、
行
政
よ
り
電
力
会
社
に
協
議

を
行
い
た
い
と
考
え
て
い
る
。

〇
薭
田
野
小
学
校
の
通
学
路
の
安
全
確
保
（
市
道
湯
の
花
温

泉
線
の
歩
道
未
整
備
区
間
）
に
つ
い
て
（
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
）

（
回
答
）
市
道
湯
の
花
温
泉
線
の
歩
道
設
備
に
つ
い
て
は
２

２
０
ｍ
が
完
成
し
、
歩
道
設
備
に
加
え
て
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
も

整
備
し
た
。
現
在
は
残
り
４
３
０
ｍ
に
つ
い
て
歩
道
整
備
に

向
け
、
用
地
交
渉
等
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

令
和
４
年
度
よ
り
本
路
線
の
歩
道
整
備
に
対
し
、
新
た
な

補
助
金
制
度
の
活
用
も
可
能
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
早
期
完
成

に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

〇
薭
田
野
小
学
校
の
通
学
路
の
安
全
確
保
（
亀
岡
市
立
人
権

福
祉
セ
ン
タ
ー
の
歩
道
に
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
設
置
）
に
つ
い

て
（
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
）

（
回
答
）
当
該
箇
所
に
つ
い
て
は
通
学
路
で
あ
り
、
信
号
待

ち
の
待
機
場
所
に
も
な
る
こ
と
に
よ
り
、
今
年
度
設
置
に
向

け
て
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

自
治
会
本
館
及
び
２
号
館
の
照
明
器
具
を

Ｌ
Ｅ
Ｄ
灯
具
に
交
換

自
治
会
の
本
館
２
階
及
び
２
号
館
１
階
の
照
明
器
具
を
Ｌ
Ｅ

Ｄ
に
交
換
し
ま
し
た
。
器
具
が
老
朽
化
し
、
蛍
光
灯
の
交
換
機

具
も
な
い
こ
と
か
ら
、
亀
岡
市
生
涯
学
習
施
設
整
備
事
業
補
助

金
を
活
用
し
て
取
り
換
え
を
行
い
ま
し
た
。

改
修
費
用
は
９
５
２
，
６
０
０
円
で
し
た
が
そ
の
４
割
に
当

た
る
３
８
１
，
０
０
０
円
の
補
助
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

薭
田
野
小
学
校
周
辺
の
草
刈
り
作
業
を
実
施

令
和
４
年
８
月
21
日
（
日
）
午
前
７
時
か
ら
、
小
学
校
Ｐ

Ｔ
Ａ
の
学
校
美
化
作
業
に
合
わ
せ
て
、
自
治
会
役
員
、
区
長

含
め
て
15
名
が
総
出
で
小
学
校
周
辺
の
草
刈
り
を
し
ま
し
た
。

当
日
は
薭
田
野
町
老
人
ク
ラ
ブ
（
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
ク
ラ

ブ
）
も
総
出
で
グ
ラ
ン
ド
草
引
き
に
汗
を
流
さ
れ
ま
し
た
。

生
い
茂
っ
て
い
た
草
が
き
れ
い
に
刈
り
取
ら
れ
、
ま
た
、
グ

ラ
ン
ド
に
生
え
て
い
た
草
も
き
れ
い
に
引
き
抜
か
れ
て
す
っ

き
り
し
、
子
ど
も
達
を
迎
え
る
環
境
が
整
い
ま
し
た
。

２
学
期
を
迎
え
、
子
ど
も
達
が
き
れ
い
に
な
っ
た
校
舎
や

グ
ラ
ン
ド
で
、
思
う
存
分
、
勉
強
に
励
ん
で
く
れ
る
こ
と
で

し
ょ
う
。

薭
田
野
町
避
難
所
開
設
訓
練
を
開
催

令
和
４
年
９
月
４
日
（
日
）
午
前
９
時
か
ら
、
防
災
の
日

に
合
わ
せ
て
薭
田
野
町
避
難
所
開
設
訓
練
を
開
催
し
ま
し
た
。

訓
練
に
は
亀
岡
市
自
治
防
災
課
職
員
、
各
町
要
員
職
員
、
亀

岡
市
社
会
福
祉
協
議
会
職
員
、
薭
田
野
駐
在
所
員
の
協
力
を

得
て
、
自
治
会
役
員
や
民
生
委
員
・
児
童
委
員
が
参
加
し
ま

し
た
。
訓
練
内
容
は
、
自
治
防
災
課
職
員
等
の
指
導
に
よ
る

避
難
所
開
設
訓
練
（
段
ボ
ー
ル
ベ
ッ
ト
・
屋
根
付
き
テ
ン
ト

等
の
組
み
立
て
）
と
社
協
職
員
の
指
導
に
よ
る
要
配
慮
者
へ

の
対
応
訓
練
（
車
い
す
の
取
り
扱
い
）
の
後
、
「
運
営
役
」

と
「
避
難
者
役
」
に
分
担
し
て
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

最
後
に
備
蓄
倉
庫
を
見
学
し
て
訓
練
を
終
了
し
ま
し
た
。



薭
田
野
町
戦
没
者
追
悼
式
を
挙
行

令
和
４
年
10
月
23
日
（
日
）
午
後
3
時
か
ら
、
薭
田
野
町

英
霊
塔
前
特
設
会
場
に
お
い
て
、
戦
没
者
追
悼
式
を
挙
行
致

し
ま
し
た
。
当
日
は
亀
岡
市
遺
族
会
会
長
石
野
善
司
様
、
各

区
老
人
ク
ラ
ブ
会
長
様
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
総
務
桂
尚

美
様
を
ご
来
賓
と
し
て
お
迎
え
し
、
遺
族
会
か
ら
17
名
の
方

が
出
席
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
ず
初
め
に
全
員
で
黙
祷
を
捧
げ
、
自
治
会
長
が
式
辞
を

述
べ
た
後
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
員
が
市
長
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
代
読
し
、
亀
岡
市
遺
族
会
石
野
会
長
が
追
悼
の
辞
を
述
べ

ら
れ
ま
し
た
。

薭
田
野
町
仏
教
会
の
ご
寺
院
に
よ
る
読
経
の
中
、
参
列
者
が

焼
香
を
し
、
最
後
に
薭
田
野
町
遺
族
会
会
長
西
村
克
己
様
が
謝

辞
を
述
べ
ら
れ
、
厳
か
な
雰
囲
気
の
中
で
、
滞
り
な
く
、
無
事

に
執
り
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

各
区
の
記
事

鹿
谷
老
人
ク
ラ
ブ
寿
鹿
会
活
動
報
告

令
和
４
年
９
月
18
日
（
日
）
午
前
中
、
鹿
谷
老
人
ク
ラ
ブ
寿

鹿
会
が
台
風
14
号
の
合
間
を
縫
っ
て
、
恒
例
に
な
っ
て
い
る

秋
の
区
内
の
清
掃
奉
仕
・
花
壇
の
植
栽
を
行
い
ま
し
た
。
出

席
者
20
名
が
2
か
所
に
分
か
れ
て
清
掃
奉
仕
を
行
っ
た
後
、

鹿
谷
共
聴
テ
レ
ビ

ア
ン
テ
ナ
設
置
場

所
下
の
花
壇
に
コ

ス
モ
ス
、
ジ
ニ
ヤ
、

マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド

の
花
を
植
え
、
色

鮮
や
か
な
花
壇
に

整
備
し
ま
し
た
。

「
い
っ
て
ら
っ
し

ゃ
い
」
「
お
か
え

り
な
さ
い
」
「
寿

鹿
会
」
と
い
う
標

識
は
元
会
員
の
茨

木
様
か
ら
寄
付
し

て
い
た
だ
い
た
も

の
で
す
。

い
つ
も
区
民
の

皆
さ
ん
を
見
送
り
、

お
帰
り
を
見
守
っ

て
い
ま
す
。

薭
田
野
町
老
人
ク
ラ
ブ
活
動
報
告

亀
岡
市
老
人
ク
ラ
ブ
日
帰
り
旅
行
に
参
加

６
月
17
日
（
金
）
、
亀
岡
市
老
人
ク
ラ
ブ
主
催
の
日
帰
り

旅
行
が
バ
ス
3
台
に
約
１
０
０
名
が
参
加
し
て
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
旅
先
は
「
神
戸
ポ
ー
ト
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
・
ア
ト
ム
」
。

令
和
３
年
10
月
29
日
に
オ
ー
プ
ン
し
た
神
戸
の
次
世
代
劇
場

型
水
族
館
「
ア
ト
ム
」
を
見
学
し
、
淡
路
オ
ア
シ
ス
で
昼
食
。

神
戸
三
田
の
「
明
太
子
パ
ー
ク
」
で
お
土
産
を
買
い
ま
し
た
。

亀
岡
市
老
人
ク
ラ
ブ
「
輪
投
げ
大
会
」
に
参
加

７
月
29
日
（
金
）
、
ガ
レ
リ
ア
か
め
お
か
大
広
間
で
実
施

し
ま
し
た
。
亀
岡
市
老
人
ク
ラ
ブ
18
チ
ー
ム
と
混
成
１
チ
ー

ム
、
95
名
が
出
場
し
ま
し
た
。
天
川
老
人
ク
ラ
ブ
が
見
事
団

体
３
位
入
賞
。
ス
バ
ラ
シ
イ
‼
。
又
、
天
川
老
人
ク
ラ
ブ
前

田
圭
司
さ
ん
が
個
人
優
勝
さ
れ
ま
し
た
。



写
真
は
両
手
に
華
の
天
川
老
人
ク
ラ
ブ
の
皆
様
で
す
。

柿
花
老
人
ク
ラ
ブ
柿
楽
会

10
月
５
日
（
水
）
、
「
藤
山
寛
美
33
回
忌
追
善
喜
劇
特
別
公

演
」
に
12
名
が
観
劇
し
ま
し
た
。
南
座
一
等
席
で
の
観
劇
で
笑
い
、

幕
間
で
の
お
弁
当
は
メ
ッ
チ
ャ
美
味
し
く
い
た
だ
き
ま
し
た
。
喜

劇
王
藤
山
寛
美
の
笑
い
を
受
け
継
ぐ
娘
、
藤
山
直
美
に
見
惚
れ
、

笑
い
、
楽
し
い
空
間
と
な
り
ま
し
た
。

最
後
に
藤
山
直
美
の
ご
挨
拶
、
口
上
で
は
笑
い
、
笑
い
と
感
激

と
な
り
ま
し
た
。
南
座
で
の
笑
顔
が
私
達
を
グ
ー
ン
と
長
生
き
さ

せ
て
く
れ
そ
う
で
す
。

柿
花
老
人
ク
ラ
ブ
柿
楽
会
陶
芸
教
室
開
催

４
月
４
日
、
『
禾
艸
窯
（
の
ぎ
そ
う
が
ま
）
』
に
８
名
が
参
加
。

当
初
、
自
分
の
人
生
の
思
い
出
を
作
り
た
い
な
と
話
さ
れ
て
い
ま

し
た
が
、
い
ざ
！
本
番
で
は
、
夫
婦
茶
わ
ん
や
お
父
ち
ゃ
ん
と
の

お
揃
い
の
湯
飲
み
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
何
と
も
言
え
な
い
ホ
ッ

ト
な
温
か
さ
と
温
も
り
の
一
日
で
し
た
。
今
で
は
毎
日
二
人
で
見

つ
め
、
お
過
ご
し
の
こ
と
と
思
い
ま
す
。

亀
岡
市
消
防
団
薭
田
野
分
団
が
令
和
４
年
度
京

都
府
知
事
表
彰
（竿
頭
綬
）特
別
訓
練
を
披
露

令
和
４
年
10
月
30
日
（
日
）
、
薭
田
野
小
学
校
グ
ラ
ン
ド
に
お
い
て
、
薭

田
野
分
団
が
京
都
府
知
事
表
彰
（
竿
頭
綬
）
特
別
訓
練
を
披
露
し
ま
し
た
。

当
日
は
石
田
尚
亀
岡
市
総
務
部
長
兼
危
機
管
理
監
、
田
中
豊
市
議
会
議
員
、

竹
岡
敏
薭
田
野
町
自
治
会
長
、
森
中
部
広
域
消
防
組
合
消
防
長
、
中
川
亀
岡

市
消
防
署
長
を
来
賓
と
し
て
お
迎
え
し
、
亀
岡
市
消
防
団
本
部
か
ら
田
井
団

長
、
中
野
副
団
長
そ
し
て
各
町
の
消
防
分
団
分
団
長
が
見
守
る
中
で
特
別
訓

練
を
実
施
し
ま
し
た
。

午
前
８
時
30
分
、
開
会
宣
言
の
後
、
分
団
旗
入
場
、
国
旗
・
市
旗
に
対
し

敬
礼
、
出
動
報
告
を
行
い
、
そ
の
後
、
市
長
挨
拶
、
消
防
団
長
訓
示
、
来
賓

祝
辞
を
受
け
ま
し
た
。

特
別
訓
練
で
は
、
田
井
団
長
・
石
田
総
務
部
長
・
田
中
市
議
会
議
員
・
竹

岡
自
治
会
長
に
よ
る
閲
団
及
び
機
器
器
具
点
検
を
受
け
、
各
種
訓
練
と
し
て

停
止
間
及
び
行
進
間
に
お
け
る
各
個
訓
練
、
小
型
ポ
ン
プ
操
法
訓
練
、
部
隊

礼
式
訓
練
を
披
露
し
ま
し
た
。

閉
式
に
あ
た
り
、
田
井
団
長
か
ら
講
評
を
受
け
、
地
元
自
治
会
長
に
挨
拶

を
い
た
だ
き
、
太
田
分
団
長
が
謝
辞
を
述
べ
て
全
て
を
終
了
し
ま
し
た
。

当
日
は
肌
寒
い
一
日
で
し
た
が
、
自
治
会
役
員
の
方
や
纒
会
の
方
も
出
席

い
た
だ
く
中
で
、
９
月
か
ら
二
カ
月
間
に
渡
り
、
訓
練
を
重
ね
て
き
た
成
果

を
発
揮
し
て
、
団
員
一
丸
と
な
っ
て
、
統
制
の
取
れ
た
き
び
き
び
と
し
た
訓

練
を
披
露
で
き
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

今
年
は
７
月
に
開
催
さ
れ
た
亀
岡
市
小
型
ポ
ン
プ
操
法
大
会
で
準
優
勝
に

輝
き
、
今
回
、
京
都
府
知
事
表
彰
（
竿
頭
綬
）
特
別
訓
練
披
露
の
機
会
も
い

た
だ
き
、
薭
田
野
分
団
に
と
っ
て
は
有
意
義
な
一
年
と
な
り
ま
し
た
。

改
め
て
ご
支
援
・
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
町
民
の
皆
様
方
に
厚
く
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
今
後
共
、
団
員
一
同
一
丸
と
な
っ
て
、
日
々
精

進
し
て
消
防
団
活
動
に
努
め
、
薭
田
野
町
民
の
安
全
・
安
心
を
守
る
た
め
に

頑
張
っ
て
参
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、
倍
旧
の
ご
指
導
・
ご
鞭
撻
を

賜
り
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

今
後
の
自
治
会
行
事
予
定

令
和
４
年

・
12
月
11
日
（
日
）
第
8
回
京
都
・
亀
岡

ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
「
お
も
て
な
し
応
援

隊
」

・
12
月
18
日
（
日
）
歩
い
て
知
ろ
う
‼
薭

田
野
町
「
心
の
教
育
」
餅
つ
き
大
会

・
12
月
28
日
（
水
）
・
29
日
（
木
）
年
末

特
別
警
戒

令
和
５
年

・
１
月
８
日
（
日
）
亀
岡
市
消
防
出
初
式

・
２
月
４
日
（
土
）
薭
田
野
町
心
の
教
育

人
権
研
修
会

・
３
月
１
日
（
水
）
自
治
会
広
報
誌
発
行

編
集
委
員
会

編
集
委
員
長

竹
岡

敏

編
集
委
員

美
馬

正
信
、
西
村

一
郎

竹
岡

博
幸
、
美
馬

秀
二

八
木

正
純

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
員

齊
藤

元
輝
、

山
内
慎
太
郎


